
Ⅰ A0g NEDO のプロジェクト 基本計画の記述内容に 基づく 

プロジェクトの 類型化 

0 仁賀 達矢，高田和幸，薄井和書，竹内祐二 (NEDO) 

独立行政法人 新エネルギー・ 産業技術総合開発機構 ( 以下「 NEDO 」という。 ) の研究開発事業に 

おいて策定しているプロジェクト 基本計画に記載されている 研究開発目標を 分析することにより、 プロジ 

ェクト の類型化を図るとともに、 それぞれのプロジェクトマネジメント 手法について 考察した。 

1.  はじめに 野が 37 件、 ナノテクノロジー・ 材料分野が 2 K 件 、 エ 

NED0 では、 現在 1 50 件近くの複数年にわたる 研究 ネルギ一分野が 26 件、 新製造分野が 5 件、 その他の分 

開発プロジェクトを 推進している。 そのプロジェクトの 野が 3 件となる。 

骨組みとなっているのが、 プロジェクト 基本計画であ り、 また、 プロジェクト 基本計画に記載すべき 項目は 、 次 

プロジェクトを 推進している 時のみでなく 評価の際にも のように定められている。 

基礎となる資料として 活用されている。   項目 0 ．表題 

プロジェクト 基本計画は、 プロジェクトの 開始双に 、   項目 1. 研究開発の目的・ 目標・内容 

専門家や関係者の 意見、 パブリックコメント 等を収集し   項目 2. 研究開発の実施方式 

て 作成されパ対 EDO の最高意思決定機関であ る運営会議   項目 3. 研究開発の実施期間 

で 決定される。 したがって、 プロジェクト 基本計画は     項目 4. 評価に関する 事項 

プロジェクトの 開始までに収集することのできた 国内外   項目 5. その他の重要事項 

の 情報を基にして、 多くの叡智を 集め、 練り上げられた   項目 6. 改訂履歴 

資料といえる。 それぞれの項目の 記載方法については、 NEDO 内部の 

平成 1 6 年度に活用されているプロジェクト 基本計画 マニュアルに 明記されており、 プロジェクトの 実施が決 

は 1 38 件であ る。 記載項目や記載方法は NEDO 内部 定 した段階で、 プロジェクト 推進部の担当者がマニュア 

のマニュアルに 定められているが、 記載されている 内容 ルにしたがって 原案を作成し、 企画調整部で 他の基本 計 

はそれぞれのプロジェクト 基本計画ごとに 特徴があ る。 直 との関係等所要の 調整を行い、 運営会議で承認される。 

そこで、 これらの記述内容を 分析しプロジェクトを 類 その後、 プロジェクト 実施者を公募する 際に、 プロジェ 

理化することができれば、 プロジェクトのマネジメント クト の内容を示す 資料として公表される。 

の方法について 一定の f 旨 針を示すことができると 考え   

検討をおこなった。 3.  記述内容による 分類 

今回の分析では、 研究開発の目標と 研究開発の内容の 

2.  プロジェクト 基本計画の内容 記述内容について 検討を行った。 研究開発プロジェクト 

NEDO のプロジェクト 基本計画には、 複数年度の研究 を実施する目的は、 プロジェクト 基本計画の目標 ( 最終 

開発プロジェクトのために 作成される「基本計画」と、 目標 ) を実現する技術を 開発することにより 達成できる 

課題設定型産業技術開発助成事業の「技術開発課題」の ものと考えられる。 また、 プロジェクト 基本計画には、 

2 種類があ る。 平成 1 6 年度に活用されている「基本 計 最終目標を実現するための 手段としてのいくつかの 研究 

画 」は 1 1 1 件 、 「技術開発課題」は 2 7 件であ る。 開発の内容が 記載されている。 研究開発の内容とは、 最 

プロジェクトの 主たる目的ごとに、 どのような分野を 終目標の達成のために 行うべき研究開発テーマであ り、 

対象とした研究開発であ るのかを分類すると、 ライフサ それぞれの研究内容に 関しても達成目標が 示されている。 

イェンス分野が 25 件、 情報通信分野が 2 1 件、 環境分 プロジェクトの 最終目標、 研究開発の内容の 達成目標 
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ともに、 プロジェクトの 目的を裏 付ける重要な 指標であ 

ることから、 その記述に当たっては、 研究開発の成否及 

び達成度の測定、 判断が容易なように 可能な限り具体的 

に記載することとされている。 

しかしながら、 プロジェクト 開始双にプロジェクト 基 

本計画に、 最終目標を明確に 数値で示すことができるプ 

ロジェクトがあ る一方、 定性的な目標にしておくことが 

適当と思われるプロジェクトも 存在する。 また、 同様に、 

その実現までの 手法であ る研究開発の 内容のすべてにお 

いて数値目標で 記載することが 適当なものと、 実現手法 

であ る研究開発の 内容を定量的に 明示することが 必ずし 

も適当でないものがあ る。 

そこで、 すべてのプロジェクト 基本計画について、 プ 

ロジェク ト の最終目標と、 研究内容のそれぞれの 記述内 

容について、 「定量的」「定性的」「記述なし」の 3 種類 

に分類した。 なお、 記述内容についての 判断は、 読者に 

より一致しないことがあ ることから、 筆者らは合議によ 

り 、 それぞれの記述内容が 上記の 3 種類のいずれに 当た 

るかを決定することにした。 

以上の分析を 行うと、 プロジェクト 基本計画は 9 種類 

([1] ～Ⅸ ]) に分類でき、 それぞれに該当するプロ 

、 ジェク ト の件数は、 表 1 ～表 3 一 6 に示す結果となった。 

表 1  プロジェクト 墓木計画の託 述 内容による分類 

研究 柄容 が定則 り ' 。 " 。 。 """ 棚 。 何は 吉田並 寺村容の ヮ t よ し 

最終 ll 標カ   [（‐ 2（n [n] 2Ut [fmm) O グ卸 

定柑 9 

                                                        SSSSSiiWyayx.@  h 

最終Ⅱ 標カ                             [ Ⅰ ア ] 1 87,@     [VIl 0 件 
定 ト %9 

基盟糾 i@j ， r@ プロジェクト シ f オ 開キ砧はプロジェクト 

最終Ⅱ 擦 ㏄ 臼 T@ l6@, ト [van O 化ヰ [D く l 0@! ト 

記述なし 

表 2 一 Ⅰ 基本計画の分類 ( 全部で 1 1 1 件 ) 

      1 8f 甘     ⅠⅡ l 104@ 甘 [ffll 4tt     

[ 爪り oof'l ・   [ ㌔Ⅱ @  0 州     

Ⅱ℡ ] 1 4tt [ Ⅰ 皿 ] Ott [ Ⅸ @  0 月     

表 2 一 2  技術開発課題の 分類 栓部で 27 件 ) 

      3fl ・     [ni@ i@ in     [fmm]  lf' ど 

[ 八り 7t¥     ⅠⅠ ア l 3 Ⅰ ，ト れⅡ @  0''l: 

は ℡ @ 2’t     ほ皿 O{' Ⅱ [K] 0 Ⅰ ，ト 

表 3 一 1  ライフサイエンス 分野のプロジェクト 基本計画 

(( ) 内は技術開発課題の 件数． 内柑 

      2ft (HI--) [Dl 1 ナ l,. (1 Ⅰ 'l:,) [ffl] l ⅠⅡ     

㎝ gf, ト [V@ l 0 竹     (1 化け [V Ⅱ ] O Ⅰ l     

億 Ⅰ ] 2@' ト ⅠⅠⅡⅡ ] O ナ Ⅱ [IX く Ⅰ O イ   l     

表 3 一 2  情報通信分野のプロジエクト 基本計画の分類 

      1 件 (1 す わ [D Ⅰ 6t,- (6@1l,) [ffl]                               

[ Ⅳ l 0 Ⅰ 1l     [V] l イ fl     [ ⅡⅡ ] 8 ⅠⅡ     

は ⅠⅠ 0 Ⅰ 11     ⅠⅠ 皿 ] O グ l     [ Ⅸ l 0 イ l     

表 3 一 3  案 境 分野のプロジエクト 基本計画の分類 

      7f'l, (1 Ⅰ 牛 ) Ⅰ D Ⅰ 6 州 @ (3 Ⅰ ' ト ) cnn 1 Ⅰ 1@     
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n ℡ l 1 0 Ⅰ 牛 (2 ク @ り [ ⅡⅠⅡ ] O 化 @     [lX く @ m Ⅰ '1     

表 3 一 4  ナノテクノロジー・ 材料分野のプロジェクト 基本計画の分類 

      5 Ⅰ @l     [ ⅡⅠ O Ⅰ q     [in] ott     
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表 3 一 5  エネ九片二分野のプロジェクト 基本計画の分類 

      2 Ⅰ ' ト [n] 8 ナ l:. (1 Ⅰ 'l り (ffll 27, ト 

[m  l o 件 [VI 3 Ⅱ :.(1 Ⅰ ， l サ [VI] Itt 
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表 3 一 6  新製造分野の 基本計画の分類 

      Of, ト @ ⅡⅠ on [ffl] 0 Ⅰ ' ト 
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4.  分類結果の分析 

次にそれぞれの 分類がどういう ，性格を持ち、 どのよう 

な研究開発プロジェクトが 入っているのかについて 分析 

する。 

4. 1. 最終日株が宝丹的、 研究内容も定 且的 
[1] に分類されているプロジェクトは、 開発する技 

術の用途や効果は 明確に定まっており、 それを実現する 

技術の構造、 原理についても 完全に理解されているプロ 

- ジェク ト といえる。 この分類のプロジェクトは 技術の進 

展する方向やスピードが 予測 @ れている分野の 技術開発 

で、 将来のマーケット 規模を見据えて 進められているも 

のが多い。 特に情報通信分野のプロジェクトは、 プロジ 

ェ クト基本計画の 記載内容が極めて 定量的であ り、 最終 

目標の達成により、 特定の製品のマーケットを 獲得する 

など目的の明確さ 力斗現れている。 
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その意味で [ 目標分担型プロジェクト ] と 名づける。 

く プロジェクトの 例ノ 

  大容量 光 ストレージ技術の 開発 

  高 効率有機デバイスの 開発 

  次世代量子ビーム 利用ナノ加工プロセス 技術の開発 

  電炉技術を用いた 鉄及びプラスチックの 複合リサイ 

タル技術の開発 

4. 2. 且 終 日 株が宝丹的、 研究内容は定性的 

「 n] に分類されているプロジェクトは、 開発する技 

術の用途や効果は 明確に定まっているが、 それを実現す 

る手法は特定できない、 あ るいは特定することが 望まし 

くないプロジェクトといえる。 この分類のプロジェクト 

は 、 技術開発課題を 設定した課題設定型研究開発助成事 

業に対応するものが 多く、 最終目標を示し、 公募により 

民間企業のアイデアを 募るという手法で 進められている。 

プロジェクトの 性格としては、 社会的なニーズが 明らか 

になっている 課題を解決するために 実施されているプロ 

ジェクトが中心で、 環境分野やエネルギ 一分野のプロジ 

ェクト数が多くなっている。 

その意味で [ 課題達成型プロジェクト ] と 名づける。 

く プロジェクトの 例シ 

  バイオプロセス 実用化開発 ( 課題設定型事業 ) 

  環境適応型高性能小型航空機研究開発 

  高 効率熱電変換システムの 開発 

4. 3. 最終日 棋が 定性的、 研究内容が定 E 的 

Ⅳ ] に分類されているプロジェクトは、 開発する技 

術の用途や効果は 多方面に派生するものであ り、 それを 

実現する技術の 構造、 原理については 理解されている プ 

ロジェク ト といえる。 この分類のプロジェクトは、 材料 

開発、 航空機開発のように 今後の発展が 潮待される分野 

において、 その発展を支えるために 必要とされる 実験デ 

ータを着実に 整備することを 目指すプロジェクトが 多く 、 

今回の分類の 中で混も件数が 多かった。 最終目標がデー 

タベースの作成、 シミュレーションの 構築とするものが 

多く、 それらを活用することにより、 多様な技術や 広範 

な産業分野への 波及効果を期待するものであ る。 

その意味で [ 基盤整備プロジェクト ] と 名づける。 

く プロジェクトの 例ノ 

  ナノガラス技術の 研究開発 

  3D ナノメートル ; 平価用標準物質創製技術 

  次世代輸送系システム 設計基盤技術開発 

  固体高分子型燃料電池システム 技術開発 

4. 4. 柚終 目標が定性的、 研究内容も定性的 

[V] に分類されているプロジェクトは、 開発する技 

術の用途や効果は 多方面に派生するものであ るが、 それ 

を実現する手法は 特定できない、 あ るいは特定すること 

が望ましくないプロジェクトといえる。 この分類のプロ 

ジェク ト は、 バイオテクノロジ 一のように技術進歩が 急 

速で、 周辺環境の変化が 予測できない 技術分野において、 

未踏革新的な 研究開発に取り 組んでいるプロジェクトが 

多い。 試 7 移昔 誤を繰り返しながら 科学的知見を 深めてい 

る プロジエクトが 多く、 研究成果として 論文や学会での 

発表 力濡 価される分野であ る。 

その意味で [- ン一ズ   発掘型プロジェクト ] と 名づける。 

く プロジェクトの 例ノ 

  生体高分子立体構造 ャき まほ解析 

  遺伝子多様性モデル 解析技術開発 

・化学物質総合リスク 評価管理システムの 開発 

4. 5. 且 終日棟や研究内容についての 記述なし 

[VD] に分類されているプロジェクトは 最終目標が明 

確に示されてれない。 これらの大半は、 プロジェクトが 

いくつかの研究内容を 束ねたものとなっていて、 それぞ 

れの研究内容の 目標は記述されているもののプロジェク 

ト全体の目標が 示されていないという 構成になっている。 

[f] に分類されているプロジェクトは 研究内容の記述 

が 不十分と考えられる。 

これらの分類については、 プロジェクト 基本計画上、 

プロジェクトの 目的と最終目標、 研究内容の関係が 不明 

確な部分があ るので、 今回の検吉村、 ら 外すこととした。 

5.  マネジメントについて 

次にプロジェクトの 類型ごとに行うべきマネジメント 

の手法について 検討する。 

5. 1.  目株 分担型プロジェクトのマネジメント 

目標分担型プロジェクトは、 分割されたサブテーマの 

目標を、 それぞれの研究担当者が 完全に実現することが 

最終目標の達成のために 不可欠な要素であ り、 個別テー 

マの研究管理が 極めて重要になる。 また、 最終製品の市 

場投入の時期も 視野に入れて 研究が進められていること 

が 多く、 当初予定した 成果を挙げるためには、 目標達成 

の時期も重要となることから・すべての 研究内容が予定 

どおり進捗することに 注力 する必要があ る。 

そのためには、 小刻みに研究の 進捗状況を把握し、 進 

捗の遅れている 研究テーマには 追加的に資金や 人的資源 
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を 投入するなどの 調整を行い、 最終目標を期間内に 確実 

に達成するマネジメントが 求められる。 

( マネ 、 ジメントの考 え力 ) 

チ 。 """ モ ㍊ .mwvo "" 卸 '""" 。 '" 

  

2 こ mSSlSSffD@@;D ， ?@@@ 

課題達成型プロジェクトは、 目標が明確になっている 

が 、 その実現までの 手法が特定できないことから、 複数 

の活動を進めることが 適当と考えられる。 プロジェクト 

の開始に当たって、 公募により多数のアイデアを 収集し 、 

その中から適当と 考えられる手法を 選択するとともに、 

長期にわたる 事業では、 中間評価のタイミングで 最も成 

果の挙げたグル - プだけを次の 段階に進めるなど、 投入 

資源を段階的に 集中して い く手法が適切だと 考える。 

そのためには、 競争的環境を 積極的に作り、 段階的に 

実施者を絞り 込むことにより、 最終的に達成することの 

できる技術の 向上や達成時期を 早めることを 目指すマネ 、 

ジメントが求められる。 

( マネジメントの 考え方 ) 

"" 。 """ " '"D" 評 。 冊ひ " "'   

テーマ " 開始 づ " 仰山 づ 評 tlHi" 中断 

テ一 "" 開始 づ 評価 x 中断 

5. 3.  基盤整備型プロジェクトのマネジメント 

基盤整備型プロジェクトでは、 開発された成果が 多く 

の関係者に利用される 内容になることが 重要であ る。 し 

たがって、 研究が終了した 時点において、 必要とされる 

技術、 データ、 シミュレーションシステムはどのような 

ものかを見定めて、 定められた期間内に 定められた手法 

により、 必要なデータ 等を蓄積するとともに 解析するこ 

とが求められている。 

そのためには、 周辺技術の動向に 配慮し、 必要でなく 

なった研究内容が 発生した場合は 、 速やかに事業を 停止 

する手法を盛り 込むとともに、 それぞれの研究内容の 進 

惨 状況を管理するマネジメントが 求められる。 

( マネジメントの 考え方 ) 

テーマ A 開始 づ 評価・進捗管理 0  つ ' 平価 0  づ終 ア 

テ @ マ B 開始 づ 評価・進捗 倒いつ 評価③ づ 終了 

チ " 。 。 開始 づ 評価 " 進捗管理 " 

"" 。 。 ""  づ ' 柵 0  " 終 「 

5. 4.  シ - ズ開さ @E 型プロジェクトのマネジメント 

シーズ開拓型プロジェクトで は 、 周辺環境の変化が 激 

しいため、 常に国内外の 技術動向に注意を 払い、 実施し 

ている研究開発の 目標や研究内容が 意味のあ るものなの 

か、 二番手、 三番手になっていないか 常に注意している 

必要があ る。 

そのためには、 国際的な研究開発の 現状を正確に 把握 

するとともに、 現在の技術 わ化準 のみならず最終年度の 技 

術水準がどの 程度になっているかを 予測しつつ、 それに 

併せて最終目標を 柔軟に変更していくマネジメントが 求 

められる。 

( マネジメントの 考え方 ) 

テーマ A 開始～ 沖 Ⅱ 市 X 中断 

テ一 """ 始づ ' Ⅶ '" 

転 辞去目標 変立 つ吾 Ⅶ 而 0  ～ 終 @   

6.  まとめ 

研究開発プロジェクトが 最終的に成功したか 否かは、 

開始時に設定した 目標値の達成で 評価されるのではなく   

プロジェクト 終了時に、 周辺技術や関連産業の 状況を考 

慮したうえで、 プロジェクトの 当初の目的を 実現してい 

るかで評価されるものであ る。 そのため、 研究開発プロ 

ジェクトのマネジメントは、 周辺技術や関連産業の 動向 

を踏まえて、 目標値や研究内容の 変更等の機動的な 対応 

が求められる 極めて複雑なものと 考えられる。 

そこで、 研究開発プロジェクトの 開始の段階で 最適な 

マネジメント 手法を示すことができれば、 プロジェクト 

の推進中に適切なマネジメントが 行われ、 最終的に期待 

を上回る成果を 挙げることができるものと 考え、 プロジ 

ェクト基本計画を 分析した。 その結果、 プロジェクトの 

性格は、 その目標とするところ、 実施しようとする 研究 

開発の内容により、 4 種類に分類して 考えることができ、 

それぞれの分類に 対する適切なマネジメントの 考え方が 

あ りそうだという 仮説が構築できた。 

今後は、 プロジェクトの 類型ごとに求められるマネジ 

メントの手法を 詳細に検討するとともに、 新し 、 め 肝先開 

発プロジェクトの 実施にあ たり適切なマネジメント 手法 

を当てはめることにより、 それぞれのプロジエタ ト の成 

果を大きなものにしていきたい。 
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